
資料２

第３期長沼町生涯学習推進計画　後期基本計画　その他修正

1
保護者のだれもが気軽に参加できる、子育てに関する学習機会の充
実に努めます。

保護者のだれもが気軽に参加できる、子育てに関する学習機会の充
実を図ります。

12

2
家庭教育の重要性が意識されるよう、その啓発と家庭教育を学ぶ機
会の充実に努めます。

家庭教育の重要性が意識されるよう、その啓発と家庭教育を学ぶ機
会の充実を図ります。

12

3
学習のねらいを明確にし、９年間の見通しを持って学ぶことのでき
る学習過程や、一人一人の子どもが主語になる授業スタイルの確立
に取り組むなど、抜本的な授業改善に努めます。

学習のねらいを明確にし、９年間の見通しを持って学ぶことのでき
る学習過程や、一人一人の子どもが主語になる授業スタイルの確立
に取り組むなど、抜本的な授業改善を推進します。

13

4
全国学力・学習状況調査やほっかいどうチャレンジテスト、標準学
力調査等の結果をもとにした学力向上の取組の検証・改善に努めま
す。

全国学力・学習状況調査やほっかいどうチャレンジテスト、標準学
力調査等の結果をもとにした学力向上の取組の検証・改善に取り組
みます。

13

5
小・中学校９年間の見通しを持った教育活動全体のカリキュラムの
充実に努めます。また、学習内容の難易度を考慮した単元構成の工
夫や系統性を意識した計画的な指導の充実に努めます。

小・中学校９年間の見通しを持った教育活動全体のカリキュラムの
充実を図ります。また、学習内容の難易度を考慮した単元構成の工
夫や系統性を意識した計画的な指導の充実に取り組みます。

13

6
地域の課題を自分事としてとらえ、探究的な学習の過程を通じて長
沼町から学ぶ「長沼ふるさと学」の充実に努めます。

地域の課題を自分事としてとらえ、探究的な学習の過程を通じて長
沼町から学ぶ「長沼ふるさと学」の充実を図ります。

13

7
１人１台端末とクラウド環境を効果的に活用し、個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な実現に向けた授業改革に努めます。

１人１台端末とクラウド環境を効果的に活用し、個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な実現に向けた授業改革に取り組みます。

13

8

学習アプリなどのＩＣＴ（注１）環境の効果的な活用や、教員のＩ
ＣＴの活用能力の向上等を通じて、学びの質の向上に努めます。ま
た、子どもたちがタブレットを家庭に持ち帰り、いつでもどこでも
活用できるようにするなど、学びの機会の拡充に努めます。

学習アプリなどのＩＣＴ（注１）環境の効果的な活用や、教員のＩ
ＣＴの活用能力の向上等を通じて、学びの質の向上を図ります。ま
た、子どもたちがタブレットを家庭に持ち帰り、いつでもどこでも
活用できるようにするなど、学びの機会の拡充を進めます。

13

9
社会的・職業的な自立に向け、キャリア・パスポート（注２）等の
活用を通じて、子どもが自分自身の成長や変容に気付くことができ
るキャリア教育の充実に努めます。

社会的・職業的な自立に向け、キャリア・パスポート（注２）等の
活用を通じて、子どもが自分自身の成長や変容に気付くことができ
るキャリア教育の充実を図ります。

13

10

外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用を通じて、英語によるコミュニ
ケーション能力を育成するとともに、グローバル社会に対応する能
力の向上と異文化への理解を図り、国際社会に貢献する人材の育成
に努めます。

外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用を通じて、英語によるコミュニ
ケーション能力を育成するとともに、グローバル社会に対応する能
力の向上と異文化への理解を図り、国際社会に貢献する人材を育成
します。

13

後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）
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資料２

後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）

11
将来の自立と社会参加に向け、一人一人の教育的ニーズに応じた適
切な指導と支援の充実に努めます。

将来の自立と社会参加に向け、一人一人の教育的ニーズに応じた適
切な指導と支援の充実を図ります。

13

12
道徳教育推進教師を中心とした指導体制を整備し、道徳教育の充実
に組織的に取り組みます。また、特別の教科道徳を要とした道徳性
の育成に努めます。

道徳教育推進教師を中心とした指導体制を整備し、道徳教育の充実
に組織的に取り組みます。また、特別の教科道徳を要とした道徳性
の育成を図ります。

13

13
読書活動や体験活動の充実、ピア・サポート（注１）の導入等によ
り、支え合いや思いやりの心の一層の育成に努めます。

読書活動や体験活動の充実、ピア・サポート（注１）の導入等によ
り、支え合いや思いやりの心の一層の育成を図ります。

14

14

新体力テストを全学年・全種目で実施し、子どもが主体的に取り組
む体育・保健体育の授業改善に努めます。また、望ましい生活習慣
の定着や健康の保持促進に自ら取り組む児童生徒を育てる指導の充
実に努めます。

新体力テストを全学年・全種目で実施し、子どもが主体的に取り組
む体育・保健体育の授業改善に取り組みます。また、望ましい生活
習慣の定着や健康の保持促進に自ら取り組む児童生徒を育てる指導
の充実を図ります。

14

15
「長沼町いじめ防止等に関する条例」等に基づき、保護者・地域等
と連携し、「いじめ見逃しゼロ」を徹底するなど、いじめ問題の対
応の充実に努めます。

「長沼町いじめ防止等に関する条例」等に基づき、保護者・地域等
と連携し、「いじめ見逃しゼロ」を徹底するなど、いじめ問題の対
応の充実を図ります。

14

16
一人一人の子どもの実態に応じ、将来の社会的自立を視野に入れた
不登校の対応の充実に努めます。

一人一人の子どもの実態に応じ、将来の社会的自立を視野に入れた
不登校の対応の充実を図ります。

14

17
子どもたちの防災・防犯意識を醸成し、地域全体で子どもたちを守
り育てる防災・安全教育の充実に努めます。

子どもたちの防災・防犯意識を醸成し、地域全体で子どもたちを守
り育てる防災・安全教育の充実を図ります。

14

18
心身の健康を実現する食事の重要性について学び、食に対する正し
い知識や望ましい食習慣を身に付けるため、食育の一層の充実に努
めます。

心身の健康を実現する食事の重要性について学び、食に対する正し
い知識や望ましい食習慣を身に付けるため、食育の一層の充実を図
ります。

14

19
長沼町の地場産品を積極的に取り入れ、献立の工夫に取り組むな
ど、安全で美味しい給食の安定提供に努めます。

長沼町の地場産品を積極的に取り入れ、献立の工夫に取り組むな
ど、安全で美味しい給食の安定提供を推進します。

14

20
地域とともにある学校づくりを促進するため、実効性の高い学校評
価を推進します。また、学校運営協議会制度など、地域全体で子ど
もたちの未来を考え、子どもたちの学びの充実に努めます。

地域とともにある学校づくりを促進するため、実効性の高い学校評
価を推進します。また、学校運営協議会制度など、地域全体で子ど
もたちの未来を考え、子どもたちの学びの充実を図ります。

14

21
長沼町一体型義務教育学校の開校に向けた取組を着実に推進すると
ともに、２０２７年度（令和９年度）の開校（予定）を契機とし
て、本町の義務教育の更なる質の向上と充実に努めます。

長沼町一体型義務教育学校の開校に向けた取組を着実に推進すると
ともに、２０２７年度（令和９年度）の開校（予定）を契機とし
て、本町の義務教育の更なる質の向上と充実を図ります。

14
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後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）

22

小中一貫合同研修会等において外部講師を招聘し、先進事例を学ぶ
などの研修の充実に努めます。また、小学校高学年の教科担任制、
９年間継続した効果的な生徒指導など、教職員が協働しやすい体制
の充実に努めます。

小中一貫合同研修会等において外部講師を招聘し、先進事例を学ぶ
などの研修の充実を図ります。また、小学校高学年の教科担任制、
９年間継続した効果的な生徒指導など、教職員が協働しやすい体制
の充実子どもたちの学びの状況に的確に対応するため、支援員を配
置し、きめ細かな学習支援の充実を図ります。

14

23
子どもたちの学びの状況に的確に対応するため、支援員を配置し、
きめ細かな学習支援の充実に努めます。

子どもたちの学びの状況に的確に対応するため、支援員を配置し、
きめ細かな学習支援の充実を推進します。

14

24
体験入学や授業参観・保育参観、共通行事、情報共有の場の設定な
どを通じて、小中高及び幼保小の連携強化に努めます。

体験入学や授業参観・保育参観、共通行事、情報共有の場の設定な
どを通じて、小中高及び幼保小の連携強化を推進します。

14

25
学校・地域がともに持続可能となる新しい時代にふさわしい「地域
とともにある学校づくり」の充実に努めます。

学校・地域がともに持続可能となる新しい時代にふさわしい「地域
とともにある学校づくり」の充実を図ります。

14

26
校務支援システムや汎用的なソフトウエア等を活用した効果的・効
率的な業務の推進に努めます。

校務支援システムや汎用的なソフトウエア等を活用した効果的・効
率的な業務の推進に取り組みます。

14

27

保護者・地域からの信頼を得られるよう、教職員の服務規律の保持
に向けた実効性のある研修の充実に努めます。また、「学校におけ
る働き方改革アクション・プラン」に基づき、新しい時代に向けた
持続可能な学校運営体制の整備に努めます。

保護者・地域からの信頼を得られるよう、教職員の服務規律の保持
に向けた実効性のある研修の充実を図ります。また、「学校におけ
る働き方改革アクション・プラン」に基づき、新しい時代に向けた
持続可能な学校運営体制の整備を推進します。

14

28
教育委員会と認定こども園、保育園の連携、教育委員会と子ども育
成課が連携した家庭教育支援事業を実施し、それぞれの機能を生か
した就学前教育、保育の充実に努めます。

教育委員会と認定こども園、保育園の連携、教育委員会と子ども育
成課が連携した家庭教育支援事業を実施し、それぞれの機能を生か
した就学前教育、保育の充実を図ります。

15

29
子育て中の親へ子育てに関する情報発信等、乳幼児期の学習機会並
びにその支援体制として保育士をはじめとした研修機会の充実に努
めます。

子育て中の親へ子育てに関する情報発信等、乳幼児期の学習機会並
びにその支援体制として保育士をはじめとした研修機会の充実を図
ります。

15

30
郷土愛を育むため、学校・家庭・地域が連携し、長沼町の基幹産業
である農業などの地域に根ざした学習をはじめ、様々な体験活動や
スポーツ、文化など、少年期の学習機会の充実に努めます。

郷土愛を育むため、学校・家庭・地域が連携し、長沼町の基幹産業
である農業などの地域に根ざした学習をはじめ、様々な体験活動や
スポーツ、文化など、少年期の学習機会の充実を図ります。

15

31
長沼町民としての自覚を育むことができるよう、様々な交流活動や
長沼町の青年団の活動支援等、青年期の学習機会の充実に努めま
す。

長沼町民としての自覚を育むことができるよう、様々な交流活動や
長沼町の青年団の活動支援等、青年期の学習機会の充実を図りま
す。

15
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資料２

後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）

32
学習情報の的確な発信とニーズに応じた学習機会等、成人の学習機
会の充実に努めます。

学習情報の的確な発信とニーズに応じた学習機会等、成人の学習機
会の充実を図ります。

15

33
社会参画、地域貢献活動につながるようその環境の醸成に努めると
ともに、高齢者の学習機会の充実に努めます。

社会参画、地域貢献活動につながるようその環境の醸成に努めると
ともに、高齢者の学習機会の充実を図ります。

15

34
子どもたちが放課後等を安全で有意義に過ごすことができるよう児
童センターの運営並びに放課後児童クラブ事業の充実に努めます。

子どもたちが放課後等を安全で有意義に過ごすことができるよう児
童センターの運営並びに放課後児童クラブ事業の充実を図ります。

15

35

地域と学校が協働して地域全体で子どもたちの成長を支えるために
設置した地域学校協働活動事業（放課後子ども教室、学校支援、土
曜日の学習支援活動、長期休業中の学習支援等）の充実に努めま
す。

地域と学校が協働して地域全体で子どもたちの成長を支えるために
設置した地域学校協働活動事業（放課後子ども教室、学校支援、土
曜日の学習支援活動、長期休業中の学習支援等）の充実を図りま
す。

15

36
学校とＰＴＡの連携を促進し、家庭教育環境の向上を図るため、家
庭教育支援事業の充実に努めます。

学校とＰＴＡの連携を促進し、家庭教育環境の向上を図るため、家
庭教育支援事業の充実を図ります。

15

37
地域とともにある学校づくりを推進するため、コミュニティ・ス
クール（学校運営協議会）の事業活動等の充実に努めます。

地域とともにある学校づくりを推進するため、コミュニティ・ス
クール（学校運営協議会）の事業活動等の充実を図ります。

15

38 心の豊かさを育むために文化芸術に触れる機会の充実に努めます。 心の豊かさを育むために文化芸術に触れる機会の充実を図ります。 15

39
児童生徒や教職員が地域活動へ積極的に参加できるよう意識啓発に
努めます。

児童生徒や教職員が地域活動へ積極的に参加できるよう意識啓発に
取り組みます。

17

40
青少年を対象とした事業が、効果的かつ円滑に実施されるよう、長
沼町青少年育成町民会議等の関係機関との連携に努めます。

青少年を対象とした事業が、効果的かつ円滑に実施されるよう、長
沼町青少年育成町民会議等の関係機関との連携を図ります。

17

41
ＰＴＡによる地域の方々と関係機関が連携しボランティア防犯パト
ロールなど、地域における安全確保の支援に努めます。

ＰＴＡによる地域の方々と関係機関が連携しボランティア防犯パト
ロールなど、地域における安全確保を支援します。

17

42
あいさつ運動、子ども１１０番の家など、地域で子どもを守る意識
啓発に努めます。

あいさつ運動、子ども１１０番の家など、地域で子どもを守る意識
啓発を推進します。

17
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後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）

43
安全マップの活用や不審者情報など、関係機関における情報共有に
努めます。

安全マップの活用や不審者情報など、関係機関における情報共有を
図ります。

17

44
若年者のキャリア形成が、さらに効果的に行われるようにするた
め、職業能力開発機関等における訓練機会の提供や就業相談体制の
充実に努めます。

若年者のキャリア形成が、さらに効果的に行われるようにするた
め、職業能力開発機関等における訓練機会の提供や就業相談体制の
充実を図ります。

18

45

企業においては、職業能力開発促進法による、勤務時間の弾力化な
どの多様な働き方により、一人一人が職業能力向上のための学習活
動に参加しやすい環境を整えることが期待されるので、職業の安定
と労働者の地位の向上を図るため、制度の周知に努めます。

企業においては、職業能力開発促進法による、勤務時間の弾力化な
どの多様な働き方により、一人一人が職業能力向上のための学習活
動に参加しやすい環境を整えることが期待されるので、職業の安定
と労働者の地位の向上を図るため、制度の周知に取り組みます。

18

46
健康教室やスポーツ教室、出前講座などを活用し、一人一人の実態
に応じた効果的な生活、運動指導の実施に努めます。

健康教室やスポーツ教室、出前講座などを活用し、一人一人の実態
に応じた効果的な生活、運動指導に取り組みます。

20

47

誰もが気軽にスポーツに親しむことができるよう、スポーツ団体が
これまでに培ってきた優れた機能やノウハウ、資源や特性を生かし
つつ、相互で支援・補完できるよう、パートナーシップ体制の確立
と組織体制の充実強化を図ります。

誰もが気軽にスポーツに親しむことができるよう、スポーツ団体が
これまでに培ってきた優れた機能やノウハウ、資源や特性を生かし
つつ、相互で支援・補完できるよう、パートナーシップ体制の確立
と環境整備を進めます。

20

48

スポーツ少年団活動等をとおして子どもたちの公平な態度を養った
り、スポーツ少年団の指導者に対して研修会等を開催し、指導者が
安定・安心して指導現場で活動できるよう人材育成に努めるなど、
スポーツ少年団の活動の充実に努めます。

スポーツ少年団活動等をとおして子どもたちの公平な態度を養った
り、スポーツ少年団の指導者に対して研修会等を開催し、指導者が
安定・安心して指導現場で活動できるよう人材育成に努めるなど、
スポーツ少年団の活動を更に充実します。

21

49

子どもたちが、基本的な生活習慣や体力を身に付け、たくましく生
きぬくことができるよう、学校・家庭・地域が連携、協働して、親
子でスポーツに親しむ習慣や意欲を養い、保護者に対する運動、ス
ポーツの必要性について、その普及、啓発に努めます。

子どもたちが、基本的な生活習慣や体力を身に付け、たくましく生
きぬくことができるよう、学校・家庭・地域が連携、協働して、親
子でスポーツに親しむ習慣や意欲を養い、保護者に対する運動、ス
ポーツの必要性について、その普及、啓発に取り組みます。

21

50

スポーツ活動の活性化に向け、スポーツ推進委員やスポーツ指導員
に対し研修会を開催するなど、障がいの有無を問わず誰もがスポー
ツに参加し、親しむことができるよう、町民のニーズに応じたス
ポーツ指導者の資質向上の充実に努めます。

スポーツ活動の活性化に向け、スポーツ推進委員やスポーツ指導員
に対し研修会を開催するなど、障がいの有無を問わず誰もがスポー
ツに参加し、親しむことができるよう、町民のニーズに応じたス
ポーツ指導者の資質向上の取組を更に充実します。

21

51

住民が主体的に参画して地域コミュニティの核となるようにスポー
ツ団体との連携強化を図り、新たな組織づくりを推進するととも
に、スポーツ少年団や種目別競技団体の専門性の高い指導者を活用
した指導システムの構築に努めます。

住民が主体的に参画して地域コミュニティの核となるようスポーツ
団体との連携強化を図り、健康で活力に満ちた生涯スポーツ社会の
実現と、町民の誰もが気軽にスポーツに親しむ環境づくりを進め、
将来にわたり、町民が継続してスポーツに親しむ機会を確保できる
よう環境整備を進めます。

21

5



資料２

後期基本計画（令和7年度～令和10年度）

頁施策の内容（修正後）施策の内容（原案）

52 指導者を養成するための環境整備に努めます。 指導者を養成するための環境整備を推進します。 23

53
歴史的資料、郷土資料等が点在している現状から、それらを保管、
展示ができる施設整備を検討します。

歴史的資料、郷土資料等が点在している現状から、それらを保管す
る施設整備や展示する方法を検討します。

23

54
長年の経験や熟練した技術、知識を次代へと継承するため、シニア
クラブや社会福祉協議会などの関係機関と連携を図り、異世代の人
が共に触れ合える機会の充実に努めます。

長年の経験や熟練した技術、知識を次代へと継承するため、シニア
クラブや社会福祉協議会などの関係機関と連携を図り、異世代の人
が共に触れ合える機会を充実します。

25

55
国際的な視野に立った人材の養成を図るため、国際交流関係機関等
を活用し、国際理解を深める中学生海外派遣研修事業の充実に努め
ます。

国際的な視野に立った人材の養成を図るため、国際交流関係機関等
を活用し、国際理解を深める中学生海外派遣研修事業を推進しま
す。

25

56
自然に対する興味、関心をより一層高めるとともに、環境問題につ
いての正しい理解を深めるため、自然環境を考える学習機会の充実
に努めます。

自然に対する興味、関心をより一層高めるとともに、環境問題につ
いての正しい理解を深めるため、自然環境を考える学習機会の充実
を図ります。

27

57 気軽に学習相談ができる体制の充実に努めます。 気軽に学習相談ができる体制の充実を図ります。 29

58
情報リテラシーを身に付けられるよう、その機会の充実に努めま
す。

情報リテラシーを身に付けられるよう、その機会の充実を図りま
す。

29

59
幼児の主体的な図書館利用を支援し、移動図書館車の効果的運行と
配本サービスの向上を図り、地域における図書館サービスの充実に
努めます。

配本サービスの充実を図り、子どもの読書環境を推進します。 33

60
近隣町の図書館との広域個人貸し出し事業や、北海道立図書館等と
の相互貸借制度の積極的な活用を図り、利用者のリクエストやレ
ファレンスサービスの充実に努めます。

近隣町の図書館との広域個人貸し出し事業や、北海道立図書館等と
の相互貸借制度の積極的な活用を図り、利用者のリクエストやレ
ファレンスサービスを充実します。

33

61
社会教育施設や学校体育館などの教育機関との連携を強化し、施設
の持つ特殊性を生かした学習活動を創出するとともに、学習機会の
充実に努めます。

社会教育施設や学校体育館などの教育機関との連携を強化し、施設
の持つ特殊性を生かした学習活動を創出するとともに、学習機会の
充実を図ります。

33

62
学習者が日常的に成果を発表できる場の提供に努めます。また、そ
の企画、運営に対しても支援します。

学習者が日常的に成果を発表できる場の提供を図ります。また、そ
の企画、運営に対しても支援します。

34

62 高等教育機関等との連携による各種講座、研修の充実に努めます。
高等教育機関等との連携による各種講座、研修の充実を推進しま
す。

36
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